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河合洋介。政策調査会長として代表質問
2016年右充実１2017年も頑張ります！，、

対する研||多内容の充実や、国への研||多派遣
を通じて、資質の向上を図っていく。
Ｑ･事故危険箇所の改良について
A.本年度が最終年度を迎えた県内130の
事故危険箇所対策は、抜本対策として整備
中の４箇所を除いて本年度中にすべての対
策を完了予定である｡対策済み箇所では､事
故件数が３割以上削減されるなど成果を上
げている。
来年度以降も事故危険箇所を従来の２割

増で割り出しており、その対策を実施して
いくよう計画を進めている。

2016年12月定例愛知県議会にて、わ
たくし河合洋介は、会派の政策調査会長と
して、初めて代表質問を行いました。
代表質問は、個人で行う一般質問とは違
い、持ち時間は約２倍!   (50分間)、テー
マも、県政各般にわたる分野において幅広
く、答弁は基本的に大村知事が行うなど、
３２名の民進党愛知県議員団を代表しての
質問となります。
いつもと違う雰囲気に少し緊張もしまし

たが、ほぼ思い通りの内容で答弁を受ける
こともでき、大変充実の初代表質問となり
ました。

Q.有料道路コンセッション事業について
A.10月１日に日
本で初めて民営化
された有料道路８
路線の事業と、そ
の他の任意事業に
ついて愛知県とし
てしっかりと責任
を持っていく。～☆以下、主な代表質問のやり取り☆～
阿久比町のPA周辺施設(愛知多の大地）

の整備をはじめ、任意事業の実現には様々
な法規制をクリアしていく必要があるので、
建設部門､農水部門､国､地元自治体と連携、
協力をしていく。

Q.骨髄バンク事業とドナー支援について
Ａ・若年居を中心とした骨髄バンク登録啓発
の強化、登録機会の充実に努めていく。
ドナー休暇制度の普及に向け、企業等に

働きかけを行う。また愛知県としての助成
制度の創設に向け研究を進める。 Q.教員の多'忙化解消について

故日比健太郎
名古屋市会の投
げかけた問題提
起に対し、共感
と理解を示す。

Ａ･教員の多I忙化解消に向けた取り組みに閏
する提言を、プロジェクトチームが７回の
会議を重ね､まとめた｡教育委員会として、
喫緊の課題と位置付け重く受け止めている。

己

今年度中に､こ
の提言を踏まえ
て､愛知県の多1忙
化解消計画を短
期と中長期とを
整理して策定を
し､市町村教育委

『

Q.児童相談所の体制強化について
Ａ本年９月に機能強化検討委員会を立ち上
げている｡児童福祉司､児童心理司等の必要
な人材を確保していく。さらに弁護士等に
よる相談体制の充実を図り、児童福祉司に
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